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① 諸外国の教育動向
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PISA2022の結果

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point_2.pdf



フィンランド

• 北欧５か国の一つ
• 人口約５６０万人（≒兵庫県）
• 中立→ロシアのウクライナ侵攻以降、EUへの接近

• 「学力世界一」
• PISA2003、PISA2006での好成績

• 日本からの「フィンランド詣で」

• 「幸福度世界一」
• World Happiness Reportで６年連続「幸福度世界一」

5



PISAスコアの変遷（フィンランド）

6
【2003年：１位 ２位 １位 → 2022年：14位 20位 ９位】

（左より、読解力、数学的リテラシー、科学的リテラシーの順位）



数学に対する不安と成績の関係

7



8

フィンランドにおける規律状況

 「すべて又は多くの授業で十分に学習できなかった」
 28％（※OECD平均：23％、日本：12％）

 「教師の話を聞いていなかった」
 35％（※OECD平均：30％、日本：6％）
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子供たちの生活満足度

フィンランド（15歳の子供の９４％が
生活に満足）

日本（15歳の子供の６２％が生活
に満足）
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シンガポール

• 人口約600万人の都市型国家（≒フィンランド）
• 東京23区よりやや広い程度
• 天然資源ほぼ皆無：飲料水すら輸入

• 人材こそが資源という強固な考え
• リー・クワンユー首相
• 限られた資源を有効活用

• 優秀な人材の早期見極め
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小学校卒業試験
（PSLE：Primary School Leaving Examination））

• 4教科（数学、理科、英語、母語）が対象
• PSLEの成績によって、中学校以降の進路が振り分けられ
るほか、人気校に入るためにはより高いスコアが必要
• Express
• Normal（Academic）
• Normal（Technical）

• 過度な競争等の批判を受けて、2024年から教科別バンド
方式に全面移行（：PSLEの結果に応じた能力別授業）

シンガポール
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シンガポール

• TLLM（Teach less, learn more)イニシアティブ
• 探究を深めるためには、より多くの時間が必要。
• そのために「ゆとり」を設定
• 教師数の増加、支援員の配置等も併せて実施

• プロジェクト・ワーク
• 「総合的な学習の時間」に近い
• グループで探究を進めて、学期末にプレゼン



PISAスコアの変遷（シンガポール）
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PISAスコアの変遷（日本）
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② 「探究」の再検討
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そもそも「探究」とは？

質問：「探究」とは何か？

A：教科横断的な学習
B：正解のない学習（or 解が一つではない学習）
C：自分で課題を設定する学習
D: 実社会・実生活上の課題を扱う学習
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日本における「探究」の捉え方（イメージ）

探 究 教 科

総合的な探究の時間

STEAM

プロジェクト
型学習
（PBL）

教科

実社会との
関連性 知識詰込み

反復・再生
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「探究」とは？

• Exploration
• Research
• Search 
• Investigation
• Inquiry/inquiry-based learning
• Authentic learning
• PBL
• Inter-disciplinary learning
• Active learning
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「探究」とは？

Inquiry-based learning(IBL)

IBLとは、調査や問題解決に焦点を当てた教育方法のことである。IBL

は、伝統的な学習と異なって、学習の順序が逆になったものである。
情報や答えを提示する代わりに、教師は生徒を導いていくために、い
くつかのシナリオや質問、問題を提示することから始める。

IBLは批判的・創造的思考を必要とするような問題を優先する。これに

より、生徒は質問をしたり、調査を設計したり、エビデンスを解釈した
り、説明や議論を構築したり、発見したことについて情報発信する能
力を発達させていくことができる。

（オーストラリア教育省HPより）
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「探究」とは？



「科学的探究（”scientific inquiry”）とは、科学者が自然界を研究し、その成果から得られたエビデ
ンスに基づいて仮説を提唱する多様な方策のことである」
「探究は多面的な活動であり、
・観察すること
・質問をすること
・既知の事柄を知るために書物などのリソースを調べること
・研究を計画すること
・実験の結果に照らして既知の事柄を見直すこと
・データを集め、分析し、解釈するために道具を使うこと
・解や説明、予測を提案すること
・実験の結果を伝えること、
などを含むものである。」

「探究には、仮説の確認、批判的・論理的思考力の活用、他の説明の選択肢についての検討など
が必要になる。」
「生徒は探究のうち選択された側面について従事することになる。なぜなら、自然界を知るため

の科学的方法を知るが、同時に、完全な探究を実行するための能力を育む必要があるからであ
る。」
「「スタンダード」が探究を強調しているとはいえ、このことは科学の教授において単一のアプ

ローチを推奨するものと解されてはいけない。知識や理解、学習内容の基準において示されている
能力を身に付けるためには、教師は異なる方略を用いるべきである。実践的な科学の活動を行った
からといって、必ずしも探究が行われるわけではないし、科学について読むことが探究と整合しな
いわけでもないのである。」（National Research Council, 2000。筆者訳）

アメリカの事例（”scientific inquiry”の説明より）
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「例えば、2020年のSSH生徒研究発表会で文部
科学大臣表彰を受賞した研究テーマは、「チョウ
の翅の撥水性と微細構造の関係―水接触角・滑落
角の観点から」である。チョウの翅になぜ耐水性
があるのかを、電子顕微鏡なども使いながら科学
的に「探究」している。そして、鱗粉などを含め
たチョウの翅と同じ原理が、傘やレインウェアな
どにも用いられていることも解き明かしていく。
発表資料の中には、指導者・協力者として、学校
の先生方はもちろん、大学や研究機関の研究者、
昆虫館の研究員などのお名前が掲載されているこ
とから、学校外を含めた多くのつながりを持ちな
がら活動を進めてきたことが推察される。もちろ
ん、これは文部科学大臣表彰を受けるような極め
て優れた事例ではあろうが、この事例のように、
学問的にもしっかりとした裏付けを得ながら、同
時に、生徒一人一人の関心や問題意識を強く反映
して、実生活・実社会との関連性を感じさせるよ
うな実践例が積み重ねられてきている。」

（白井、2022）

神戸大学附属中等教育学校6年生（当時）中山和
奏さんの発表。
https://www.edu.kobe-u.ac.jp/kuss-
top/curriculum/kp/

SSHにおける「探究」

https://www.edu.kobe-u.ac.jp/kuss-top/curriculum/kp/


「探究」のレベル 問い 手続 解法

１．確認のための探究
前もって結果が分かっている場合に、活動を通じて原理を確認
する

✓ ✓ ✓

２．構造化された探究
与えられた手続きにしたがって、教師が示した問いについて実
験する

✓ ✓

3．指導された探究
生徒が自分でデザインしたり、選択した手続を用いて教師が示
した問いについて実験する

✓

４．オープンな探究
生徒がデザインまたは選択した手続を用いて、生徒自らが立て
た問いについて調査する。

「探究」の様々なレベル

(Banchi & Bell, 2008より)
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（白井俊『世界の教育はどこへ向かうか』（中公新書、2025年）p148）

「探究」の課題と理想
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③ 「主体性」とは何か
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・学校教育目標
「主体的に学ぶ子」「主体性」

・学習指導要領
「主体的・対話的で深い学び」
「主体的に学習に取り組む態度」

・大学入試
「主体性・多様性・協働性」

・経団連のアンケート
学生に求める資質No.1：「主体性」
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「主体性」は大事にされているはずだが



日本財団18歳意識調査

（日本財団 18歳意識調査「第20回–社会や国に対する意識調査-」より） 27



◆改善が見られる一方、国際平均に比べて、日本の中学生は学習の楽しさや実社会との関連に対して肯定的な
回答をする割合が低いなど、引き続き学習意欲面で課題がある。

数学 理科

日本
国際

平均
日本

国際

平均

数学・理科の勉強は楽しい 52% 71% 66% 81%

数学・理科を勉強すると日常生活に役立つ 74% 84% 62% 85%

他教科を勉強するために数学・理科が必要 67% 80% 36% 73%

志望大学に入るために良い成績が必要 73% 85% 59% 77%

将来望む仕事につくために良い成績が必要 65% 81% 51% 72%

数学・理科を使うことが含まれる職業につきたい 21% 52% 25% 60%

(出典）IEA国際数学・理科教育動向調査（TIMSS2015）質問紙調査結果より文部科学省作成

※ 生徒質問紙調査（対象：中学校２年生）において、下記項目に
つき、「強くそう思う」、「そう思う」と回答した生徒の割合の合計
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数学・理科の学習に対する生徒の意識
―TIMSS2015質問紙調査結果から―



そもそも「主体性」とは？

【ケース１】ある学校では、多くの生徒が宿題を忘れずに期日までに提出し
ている。主体性が身についていると評価できる。

【ケース２】ある学校では、授業で扱われたディスカッションについて授業時
間内では議論が終わらず、放課後も残って議論を続ける生徒達の姿が見
られた。主体性が身についていると評価できる。

広辞苑による「主体性」の定義
「ある活動や思考などをなす時、その主体となって働きかけるさま。
他のものによって導かれるのでなく、自己の純粋な立場において行う
さま」

⇒教育における「主体性」とは？教師や親のかかわり方は？

29
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「主体性」は英語に訳せるのか

• 「主体性」
activeness 積極性
pro-activeness （先を見越した）積極性、能動性
autonomy  自律性
independence 独立、自立
individuality 個性
voluntariness 任意性
ownership 当事者意識
responsibility 責任



OECD Learning Compass 2030

31

エージェンシー



〇定義

「変化を起こすために、自分で目標を設定し、振り返り、責任
をもって行動する能力（the capacity to set a goal, reflect and 
act responsibly to effect change）」

32

エージェンシーとは

当事者性、当事者意識、参画意識、自分ごと、責任感、主体性、
変革、行動力・・・・



〇「重いランドセル問題」

cf. 「巨大ピラミッド問題」
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エージェンシーの欠如



OECD Learning Compass 2030
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エージェンシーは、他者との関係性のなかで育まれるもの

35

共同エージェンシー（Co-agency）のレベル

先生は生徒にとっての大切なCo-agent。先生にとっても、生徒は大切なCo-agent。
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④ カリキュラム・オーバーロードとコンピテンシー
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カリキュラムに盛り込む内容が過大になっている状態

・先生：十分に準備・研究できない

・生徒：十分に消化・理解できない

・様々な関係者：自分が関心あるテーマを盛り込みたい

37

カリキュラム・オーバーロード



キャリア教育、ＡＩリテラシー、環境教育、人権教育、地
域・郷土教育、国際理解教育、主権者教育、消費者教育、
情報モラル教育、放射線教育、伝統文化教育、スマホ教
育、ＩＣＴ教育、プログラミング教育、データ・リテラシー、
デジタル・リテラシー、平和教育、性教育、LGBT教育、
STEAM教育、食育、健康教育、安全教育、知的財産教育、

租税教育、金融教育、法教育、防災教育、海洋教育、ア
ントレプレナーシップ、交通安全、多文化共生教育、ＮＩＥ
（新聞活用）教育、オリンピック・パラリンピック教育、with
コロナ教育
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「〇〇教育」と伝統的教科

授業時数は有限！！！



コンテンツ主義とコンピテンシー主義
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コンテンツ主義

コンピテンシー主義

 学習内容として何が含まれているかを重視する考え方

 課題：授業で扱ったとしても、実際に内容が身についたとは
限らない。

 学習を通してどのような能力が身についたかを重視する考え方
 課題：どこまで明確な形で、能力を測定できるか。



コンテンツ

コンピテンシー

ビッグ・アイディア

8＋1

オーバーロードの背景には、過度なコンテンツ重視があるのでは？

キー・コンセプト

コンテンツ主義とコンピテンシー主義
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科学における根本原理「８＋１」
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カナダ（ブリティッシュ・コロンビア州）の事例
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A：「カリキュラム・オーバーロードは解消しなければいけない課
題ですよね。減らすことには大賛成です。」

B：「では、先生のご専門の〇〇科では、どの辺りを削ることが
できますか。」

A：「いや、〇〇科は大事ですし、これ以上削るのは無理ですね。
△△科や××科などは時数も多いし、削れると思いますよ。」

43

総論賛成・各論反対をどう乗り越えるか
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⑤ まとめ：これからの教育
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エージェンシーと「第四の道」

第一の道
•公教育の量的拡大期

第二の道
•新自由主義（競争原理）による教育改革

第三の道
•目標管理による教育改革

第四の道
•学校（教師）のエージェンシーを重視した教育改革

（千々布敏弥『先生たちのリフレクション』教育開発研究所, 2021を参考に作成）
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「シンガポールは、学校のエージェンシーを育むために、カリ
キュラムの２割を学校が独自に設定する施策を展開した。教
師たちは学校独自のカリキュラムを編成するために海外の先
進事例を視察したり、国際学会に参加したりすることを推奨さ
れる。

・・・トップダウンで指示しても改革はできない、教師たちの自
主性を尊重し、それを支援する施策を推進することで、学校
は国の方針を超えて様々な改革に乗り出すようになる、との
考えで学校のエージェンシーを育もうとした。」

（千々布敏弥『先生たちのリフレクション』教育開発研究所, 2021）

シンガポールからの示唆
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教育のニュー・ノーマル

（白井俊『OECD Education2030プロジェクトが描く教育の未来』（ミネルヴァ書房、2020年）p53）


